
 
 

非常変災時の登下校について      家庭数 保存版 

                             

台風等により臨時休校の措置をとる場合について 

１．午前７時の時点で「暴風警報」「特別警報」が発令されている場合 

・午前７時の時点で、「堺市」に「暴風警報」または「特別警報」が発令されているときは、臨時休業とします。

午前７時以降の時刻に解除されても、その日は一日臨時休業になります。 

 

【特別警報が発令されている場合】 

★最大限の警戒を行い、ただちに命を守る行動をとってください。 

 

※テレビ等の台風情報で、暴風警報等発令の有無の確認をお願いします。 

 

○ 特別警報・暴風警報が午前７時までに解除された場合でも、道路の冠水、河川の増水、橋

梁の決壊、崖崩れなどで、登校が危険な場合があります。安全を確認したうえで、登校させ

てください。 

○ 局地的な大雨など、危険が感じられるときは、決して無理に、登校しないでください。 

 

台風等による緊急下校措置をとる場合について 

１．登校後「暴風警報」等が発令され、緊急に授業を中止し下校措置をとる場合 

 ○地区別での下校を実施しますが、下記の点にご注意願います。 

  ①「のびのびルーム」はありません。 

  「のびのびルーム」児童は全員下校せずに学校待機となりますので、お子様を迎えに来てください。 

  ②下記の地区の児童については、地域が遠い、または広域のため集団下校の安全確保が十分できない等の理

由により、学校待機とします。面倒をお掛けしますが、お迎えをお願いします。 

 

＜学校待機となる地区名＞ 

 ★北高尾 ★南高尾 ★ロハシス ★稲葉 ★野々井 ★小代 

 ★大庭寺 ★あすなろ ★若葉 ★豊田 

 



 
 

【こんな場合は、連絡帳で担任にお知らせください！】 

◎ご近所・おともだちの保護者の方に一緒に連れて帰ってもらう場合は連絡帳に 

「（例）△△地区の○年○組の◆◆さんの保護者のかたがいっしょに連れて帰ります。」等とお

書きのうえ、担任にお伝えください。 

 

◎上記の「学校待機地区」以外で、「迎えに行くので学校で待たせてほしい」という保護者の方

も、事前に連絡帳等で担任に伝えるようにしてください。 

 

◎「のびのびルーム」児童は、基本的に学校待機となりますが、ご近所の方に迎えにきてもら

う場合や、おともだちの家にあずかってもらうなど一緒に下校させてほしい場合は、その旨を

連絡帳に書いて担任にお伝えください。 

 

２．問い合わせについて注意事項 

 ○電話でのお問い合わせは、関係官庁からの緊急連絡等に支障をきたしますのでご遠慮ください。ただし、帰

宅先が急に変更になった等の緊急連絡のみ受け付けます。 

 

３．保護者の皆様には、緊急連絡メール配信にてお知らせいたします。（メール登録をされていない場合は届きま

せん。）また、本校ホームページに緊急連絡情報を随時アップします。ホームページにアクセスできない方や、

緊急連絡メール未登録の方は、恐れ入りますが、ホームページ閲覧可能または緊急連絡メールに登録されてい

るご近所の方に、情報をお聞きください。 

 

４．携帯電話から、臨時ホームページにアクセスされる方は、下記のQRコードを読み取っておいてください。 

 http://www.sakai.ed.jp/fukuizumichuo-e/ 

 indexm.htm  と直接URLを打ち込んでも、 

 ホームページにはアクセスできます。 

 

５．暴風警報が発令されていない場合でも児童の安全を考え、緊急に下校することがあります。その場合は上記

と同じように連絡いたします。 

 ◎お子さんの下校時に留守となるような場合、緊急時の下校先について普段から子どもさんとよく話し合って

おいてください。 

 

【登校後に「特別警報」が発令された場合】 

「自分の命を守る行動をとる」ことが最優先となります。全児童を学校待機とします。保護者やお家の方が直接

学校に迎えに来ていただくことになります。 

 



 
 

大雨警報が発令されている場合について 

１．登校前 

○午前7時現在、堺市に大雨警報が発令され、かつ、JR阪和線及び南海高野線及び南海本線の３線が全て運休

している（一部運休は除く）場合は、臨時休業とします。 

 ※大雨警報のみの場合は臨時休業となりません。 

２．始業後 

○気象状況に応じて終業時刻を繰り上げ、帰宅させる場合があります。その場合は「暴風警報」発令時と同じ

措置を取り、同様に連絡いたします。 

 

○特別警報・暴風警報が午前７時までに解除された場合でも、道路の冠水、河川の

増水、橋梁の決壊、崖崩れなどで、登校が危険な場合があります。安全を確認

したうえで、登校させてください。 

○局地的な大雨など、危険が感じられるときは、決して無理に、登校しないでくだ

さい。 

 

雷が鳴っている場合について 

１．登校前 

○雷が収まるまで自宅に待機してください。一般的には、最後の雷鳴から３０分が経過すれば、雷雲は去った

と判断できます。 

２．始業後 

○屋外での活動を中止し、雷が収まるまで子どもを屋外に出さないようにします。 

○下校時に雷がなっている場合は、下校時間を遅らせるなどの措置をとります。 

 

  



 
 

大地震発生の場合について 

１．登校前 

○堺市に震度５弱以上の地震が発生した場合は、臨時休業とします。 

○震度４以下の地震であっても、危険が感じられるときは、決して無理に、登校しないでください。 

○状況によっては、「始業時間の変更」、「臨時休業」の連絡をすることがあります。 

２．始業後 

○子どもの安全を確保し、引き渡しが可能と判断できる場合は、速やかに保護者等に引き渡すようにします。

保護者等への引き渡しが困難な場合は、保護者等の迎えがあるまで、学校で子どもを保護します。 

 

（参考） 

津波警報が発令されている場合について 

※本校は津波避難地域内の学校ではありませんので，下記の説明は参考資料となります。 

１．登校前 

○津波避難地域内の学校においては、堺市に大津波警報が発令された場合、臨時休業とします。 

○各家庭で避難目標や家族が落ち合う場所をあらかじめ話し合っておき、避難してください。 

２．始業後 

○ただちに授業を打ち切り、子どもの安全を確保し、避難目標に向かって避難誘導（水平避難）します。 

○引き渡しが可能と判断できる場合は、速やかに保護者等に引き渡すようにします。保護者等への引き渡しが

困難な場合は、保護者等の迎えがあるまで避難所（学校）で子どもを保護します。 

 

 

 

 

学校が臨時休業となった場合や、台風接近に伴う緊急下校の措置をとった場合は、

「のびのびルーム」も閉室（お休み）となります。なお、のびのびルームへのお問い

合わせは 電話 ０７２－２９８－３０４９ へ直接お願いします。 


